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1. はじめに 

世の中は情報社会となり,情報の教育の必要性

が強まっている.しかし,我が国では学習指導要

領に基づく中等教育では 2進法が扱われていない
1)ように,その対応は十分ではない.そこで,情報

の教育として日常に取り入れることが可能な教

育素材が望まれている. 

これに関する既住の研究としては,初等教育に

おける時計の利用について述べたもの２),３),また,

コンピュータ画面に表示した時計を教材として

利用することを述べたもの４)がある. 

本研究では,日常の中で身近な時計に注目し,

２進数・16 進数を表示する時計を,情報の教養を

身に着けるための教育素材として提案する.特に

16 進数時計は,教育素材として提案したものはこ

れまでなく,新規性があると考える. 

 

2. 本教材の特徴 

2進数・16進数は日常的に使うことが少ないた

め,生徒が苦手意識を持つと考えられる.そこで,

時計を２進数・16 進数で表し,現在時刻を知るた

めに 10進数への計算をすることで慣れさせる.そ

のため,マトリックス LED などで視覚的に表示を

することを考える. また,ワンボードマイコンを

使った簡単な回路とし,自ら組み立てることによ

り情報教育のうちハード面の学習にも活かすこ

とができると考えている. 

 

3. 開発した教材 

開発した教材は,2 進数時計および 16 進数時計

である.それぞれ,汎用的なワンボードマイコン

である Arduino にクロックモジュールと表示用

LED を接続し,組み込み用プログラミング言語

Arduino IDEを使った制御プログラムを組むこと

によって,現在時刻を LED上に 2進数または 16進

数で表示する. 

 

 

3.1 2進数時計 

 図 1 に,2 進数時計を示す.現在時刻はマトリッ

クス LED で表示している.マトリックス LED には

8×8 個の点灯部がある。左から 1・2 列目が時間

を表し,4・5 列目が分を表し,7・8 列目が秒を表

す. 3列目と 6列目は表示を見やすくするための

空白列であり,使用しない. 

縦方向は,下から上に向かって 2 の累乗値を表

す．すなわち,1 番下のドットは20 = 1,下から 2

番目は21 = 2,下から3番目は22 = 4,…を表す.点

灯している箇所のみ縦方向に足し合わせて 10 進

数での数値を得る.例えば,図 1は 1列目が｢1｣,二

列目が 1+4 で｢5｣なので 15 時を示している.同様

に分,秒についても計算すると,現在時刻は 15 時

25分 34秒であることが分かる。 

 

3.2 16進数時計 

図 2 に,16 進数時計を示す.現在時刻は,8 セグ

メント LEDで表示している.左から 1・2桁目が時

間,3・4桁目が分である.それぞれ 16進数から 10

進数へ変換することにより,現在時刻が分かる.

例えば,図 2は 1・2桁目が 0Fなので 10進数では

｢16｣,3・4 桁目が 17 なので｢24｣となる.このよう

に計算すると,現在時刻は 16時 24分である.  

 
図 1 2 進数時計 

 

 
図 2 16 進数時計 
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図 3 技術者教育や福祉教育に役立つか 

 

 
図 4 個人的な興味 

 

4. 教材の評価 

湘南工科大学で 2021年 9月 26日に開催された

オープンキャンパス・イベントに来場した 41 名

の高校生と保護者を対象に,2進数時計,16進数時

計及び点字時計(補注参照)の説明をした.そのう

えで,興味の度合いなどを訊ねるアンケートを行

った.なお,本教材は中等教育での使用を想定し

ており対象は中学生となるが,比較的近い年代と

して高校生に対し代替的にアンケートを行った. 

まず,「時計を見るという日常的な行動を,技

術者教育や福祉教育に活用する」ために役立つ

と思うかを質問した.図 3 に,その結果を示す.

「とても役立つ」が 51%,「あるていど役立つ」

が 39%で,計 90%であった. 

 次に,「展示した時計について,個人的なご興

味を伺います」として興味を持ったか質問した.

図 4に,その結果を示す.「大いに関心を持った」

が 41%,「あるていど関心を持った」が 39%で,計

80%であった. 

 

5．まとめ 

 本研究では, 情報の教養を身に着けるための教

育素材を提案した.「役立つか」と「個人的な興

味」をたずねたアンケートでは,いずれも 8 割以

上の肯定的な評価が得られた.しかし,「個人的

な興味」を持たなかった人(「どちらでもない」

を含む)も一定の割合(20%)で存在した. 

 今後は,時計表示の区切りを見直し,本教材か

ら時計を読み取る際のわかりやすさを追求する

ことが課題と考える.昨今の教育現場では,一人

一台コンピュータが導入されている．本教材を

アプリケーションにすることにより,より身近に

様々な場所で情報の教養を身に着けることが可

能だと考えている.また,四則演算の能力向上に

役立たせることを目指した時計５)が開発されてい

る.この時計には使う人に合わせて計算の難易度

を変化させる機能がついており,参考となる. 

 

補注 

4 章のイベントでは,本研究に関連して「点字

時計」も開発し展示した(補図 1).マトリックス

LED を用い,点字コード*に基づいて現在時刻を表

示している.左上隅の 6列 3行分が時間(図の例は

「15」時),左下隅の 6列 3行分が分(同「58」分),

また,右端列の上から 2 つ目のドットは 1 秒おき

に点滅する.  

＊ 日本点字委員会, 

http://www/braille.jp/topics/yonndemiyo/htm

l,2021年 12月 1日確認. 

  

 
補図 1 点字時計 
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